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は
じ
め
に

　

日
中
、
日
韓
の
関
係
は
現
在
「
政
冷
経
涼
」
に
あ
り
、
政
府
間
関
係
は
冷
え
切
り
、
日
本
企
業
も
一
部
は
中
国
か
ら
撤
退
し
民
間
投
資

も
削
減
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
。
日
中
韓
は
二
〇
〇
八
年
か
ら
毎
年
持
ち
回
り
で
首
脳
会
談
を
開
催
し
て
き
た
が
、
尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
る
日

中
対
立
や
日
韓
関
係
の
き
し
み
な
ど
の
影
響
で
、
二
〇
一
二
年
五
月
を
最
後
に
途
絶
え
て
い
る
。
政
府
間
関
係
で
は
、
官
僚
レ
ベ
ル
の
日

中
韓
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
（
二
〇
一
四
年
九
月
：
第
五
回
交
渉
）、
経
済
協
力
と
政
治
対
話
を
話
し
合
う
日
中
韓
の
外
務
次
官
級
協
議
（
二
〇
一
四

年
九
月
）
な
ど
に
よ
り
や
っ
と
首
が
繋
が
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
日
中
、
日
韓
そ
れ
ぞ
れ
の
首
脳
会
談
も
実
現
で
き
て
い
な
い
が
、
二

〇
一
四
年
一
一
月
の
北
京
で
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
で
そ
れ
が
実
現
で
き
る
か
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
北
東
ア
ジ
ア
に
見
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な

状
況
は
、
欧
州
、
東
南
ア
ジ
ア
、
北
米
に
も
な
い
奇
妙
な
現
象
と
い
え
る
。

　

本
論
の
目
的
は
、
し
か
し
、
日
中
韓
の
関
係
を
政
府
間
や
政
治
地
図
か
ら
で
は
な
く
、
広
く
多
様
な
ヒ
ト
・
団
体
・
モ
ノ
の
交
流
の
輪

を
視
点
に
関
係
を
再
構
築
し
て
、
異
な
っ
た
見
方
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
最
近
行
な
っ
た
釜
山
、
対
馬
、
与
那

　

国
境
地
域
か
ら
考
え
る
北
東
ア
ジ
ア
の
地
域
主
義

佐
　
渡
　
友
　
　
　
　
哲
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国
島
な
ど
の
国
境
地
域
で
の
調
査
に
基
づ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
交
流

モ
デ
ル
の
再
検
証
を
試
み
る
こ
と
で
あ
る
。
国
境
を
超
え
た
周
辺
諸

国
同
士
の
交
流
が
深
化
し
、
共
通
の
利
益
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

見
出
し
て
地
域
形
成
へ
向
か
う
過
程
に
つ
い
て
理
論
的
な
分
析
を
考

察
し
て
み
た
い
。

　

一
般
に
、
国
際
的
な
地
域
に
共
通
の
利
益
、
発
展
、
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
見
出
し
て
地
域
秩
序
を
形
成
し
よ
う
と
す
る
国
家
間
グ

ル
ー
プ
の
思
想
や
運
動
を
地
域
主
義
（regionalism

）
と
い
う
。
伝

統
的
な
定
義
に
よ
る
地
域
主
義
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

連
合
）
や
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
政
府
の
意
思
決

定
、
政
策
に
よ
り
思
想
や
運
動
が
明
確
に
さ
れ
、
政
府
間
の
条
約
や

協
定
に
よ
っ
て
公
式
に
制
度
化
さ
れ
る
も
の
を
指
す
。
し
か
し
本
論

で
は
、
政
府
の
政
策
意
図
が
伴
わ
な
い
場
合
で
も
、
交
流
の
深
化
や

共
通
の
利
益
・
意
識
の
形
成
に
よ
り
社
会
統
合
が
進
展
し
て
い
れ
ば

国
際
地
域
化
現
象
と
認
め
、
そ
こ
に
働
い
て
い
る
求
心
力
を
地
域
主

義
と
し
て
捉
え
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

な
お
、
本
論
で
は
北
東
ア
ジ
ア
の
核
に
な
る
日
中
韓
を
中
心
に
議

【図表１】北東アジアと環日本海圏／環東海圏
出所：『環日本海交流事典 ’95－’96』創知社，1995年，19頁に基づいて筆者が作成。
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論
す
る
が
、
北
東
ア
ジ
ア
の
地
理
的
範
囲
と
し
て
は
、
ロ
シ
ア
極
東
、

中
国
東
北
三
省
（
黒
竜
江
省
、
吉
林
省
、
遼
寧
省
）、
モ
ン
ゴ
ル
、
朝
鮮

半
島
二
カ
国
（
韓
国
、
北
朝
鮮
）
そ
し
て
日
本
を
含
む
地
域
を
念
頭

に
置
い
て
い
る
。

二
．
国
境
地
域
か
ら
考
え
る
視
点

　

通
常
私
た
ち
は
、
日
本
列
島
を
大
陸
か
ら
切
り
離
し
た
地
図
を
使

用
し
て
、
天
気
予
報
や
、
国
内
各
地
の
地
理
を
確
認
す
る
習
慣
が
あ

る
。「
国
境
を
超
え
る
（cross-border
）」
と
い
う
概
念
が
日
常
的
に

希
薄
な
「
島
国
」
の
習
慣
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が

【
図
表
１
】
の
よ
う
に
、
日
中
韓
、
そ
し
て
極
東
ロ
シ
ア
の
一
部
を

約
一
五
〇
度
逆
さ
に
し
て
描
い
た
地
図
で
読
み
解
く
と
、
違
っ
た
見

方
が
で
き
る
。
こ
の
地
図
か
ら
は
多
く
の
こ
と
を
連
想
す
る
こ
と
が

可
能
で
、
新
し
い
視
点
も
思
い
浮
か
ぶ
。
こ
こ
で
は
、
三
点
に
絞
っ

て
解
説
を
し
て
み
よ
う

　

第
一
に
、
地
図
の
中
央
部
に
あ
る
日
本
海
（
韓
国
名
は
東
海
：
ト
ン

ヘ
）
が
、
周
辺
国
に
囲
ま
れ
た
「
湖
」
の
よ
う
に
見
え
て
く
る
こ
と

【図表２】150度逆さの日本海／東海周辺地図

出所：この地図は、富山県が旧建設省国土地理院長の承認を得て作成した地図（の一部）を転写したものである。
　　（平成６年総使第76号）
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で
あ
る
。
周
辺
諸
国
は
、
海
洋
・
漁
業
資
源
、
海
洋
汚
染
や
環
境
問
題
あ
る
い
は
安
全
保
障
問
題
な
ど
で
「
運
命
共
同
体
」
に
あ
る
こ
と

を
確
認
で
き
る
。
中
国
は
直
接
、
日
本
海
側
に
顔
を
出
し
て
い
な
い
が
、
ロ
シ
ア
と
中
国
、
北
朝
鮮
の
国
境
に
あ
る
図
們
江
（
韓
国
名
は

豆
満
江
：
ト
ゥ
マ
ン
ガ
ン
）
で
、
揮
春
（
フ
ン
チ
ュ
ン
）
が
日
本
海
側
へ
の
出
口
の
拠
点
都
市
を
担
っ
て
い
る
。
一
九
九
二
年
に
国
連
開
発
計

画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
の
主
導
の
も
と
中
国
、
ロ
シ
ア
、
韓
国
、
北
朝
鮮
、
モ
ン
ゴ
ル
の
多
国
間
協
力
で
始
め
ら
れ
た
構
想
が
図
們
江
地
域
開

発
計
画
（
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｐ
）
で
あ
る
。
中
国
は
琿
春
を
国
境
開
放
都
市
に
指
定
し
、
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｐ
に
よ
り
大
き
な
港
が
完
成
す
れ
ば
、
こ
こ

が
日
本
海
へ
出
る
物
流
の
窓
口
に
な
る
と
位
置
付
け
て
い
る
。
現
在
は
、
吉
林
省
や
黒
竜
江
省
の
輸
出
産
物
は
遼
寧
省
の
大
連
港
ま
で
陸

送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
。
だ
が
こ
の
構
想
は
足
踏
み
状
態
で
、
当
初
の
計
画
通
り
に
は
進
展
し
て
い
な
い
。
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｐ
は
二

〇
〇
五
年
に
、
大
図
們
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
Ｇ
Ｔ
Ｉ
）
に
名
称
を
変
え
、
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
は
「
主
導
」
か
ら
地
域
協
力
の
支
援
機
関
に
な
っ
て

い
る
。

　

韓
国
と
九
州
の
距
離
は
そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
く
、
一
八
〇
〇
年
前
の
縄
文
時
代
か
ら
交
流
・
交
易
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

お
り
、
対
馬
と
の
間
で
は
一
六
〇
七
年
に
始
ま
る
朝
鮮
通
信
使
派
遣
が
一
九
世
紀
初
頭
ま
で
続
い
て
い
た
。
釜
山
―
博
多
間
の
旅
客
高
速

船
は
日
本
船
籍
と
韓
国
船
籍
の
三
社
が
三
時
間
で
結
ん
で
い
る
。
数
十
年
前
か
ら
あ
る
海
底
ト
ン
ネ
ル
構
想
は
、
い
ま
だ
に
消
え
る
こ
と

は
な
い
よ
う
だ
。

　

第
二
に
、
北
方
領
土
か
ら
沖
縄
県
の
与
那
国
島
ま
で
三
〇
〇
〇
キ
ロ
に
及
ぶ
日
本
列
島
の
弧
は
、
日
本
が
「
小
さ
な
島
国
」
で
は
な
い

こ
と
を
確
認
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
。
北
海
道
で
ス
キ
ー
が
で
き
る
と
き
に
沖
縄
で
は
海
水
浴
を
し
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
多
様
な
生
態
系

を
も
っ
た
島
国
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
、
と
い
う
英
国
人
の
発
言
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
地
図
に
は
台
湾
は
描
か
れ
て
い
な
い
が
、

右
端
の
与
那
国
島
か
ら
一
〇
〇
キ
ロ
の
距
離
に
あ
る
。
朝
鮮
半
島
の
付
け
根
あ
た
り
に
中
国
の
大
連
港
が
あ
る
。
こ
の
港
か
ら
太
平
洋
に
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出
て
い
く
船
は
み
な
、
九
州
か
ら
与
那
国
島
ま
で
の
弧
の
字
型
の
島
々
が
待
ち
受
け
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
日
本
の
島
々
が
黄
海

の
「
ふ
た
」
の
よ
う
に
見
え
て
く
る
。
こ
の
地
図
で
は
朝
鮮
半
島
の
上
の
方
に
位
置
す
る
釜
山
港
が
、
海
上
交
通
の
要
衝
に
あ
る
こ
と
も

確
認
で
き
る
。
釜
山
港
の
役
割
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

第
三
に
、
北
朝
鮮
の
地
理
的
位
置
づ
け
が
よ
く
理
解
で
き
る
点
で
あ
る
。
中
国
は
韓
国
と
直
接
、
陸
路
で
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。
中
国

は
「
後
ろ
盾
国
家
？
」
と
し
て
、
北
朝
鮮
と
は
長
い
国
境
線
を
共
有
し
、
人
的
交
流
も
こ
の
国
境
線
の
橋
が
使
わ
れ
る
。
こ
の
地
図
で
い

う
と
そ
の
国
境
線
の
下
に
遼
寧
省
の
瀋
陽
が
あ
る
。
二
〇
一
四
年
一
〇
月
に
行
わ
れ
た
日
朝
協
議
の
会
場
と
な
っ
た
都
市
で
あ
る
。
瀋
陽

は
北
朝
鮮
か
ら
も
近
く
、
日
本
の
総
領
事
館
が
置
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
地
理
的
に
も
機
能
的
に
も
、
日
朝
協
議
に
ふ
さ
わ
し

い
場
所
で
あ
る
。
日
朝
協
議
と
い
え
ば
、
こ
の
地
図
に
は
な
い
が
、
最
近
モ
ン
ゴ
ル
が
日
本
と
北
朝
鮮
の
間
に
入
る
調
整
役
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
。
北
朝
鮮
と
も
国
交
が
あ
る
モ
ン
ゴ
ル
は
、
日
本
と
も
相
撲
だ
け
で
は
な
い
、
政
府
間
関
係
が
築
か
れ
て
い
る
。
現
在
、
東

京
に
い
る
駐
日
モ
ン
ゴ
ル
大
使
は
、
前
任
地
が
平
壌
で
あ
っ
た
。
日
本
政
府
は
、
拉
致
問
題
を
含
む
北
朝
鮮
の
情
報
を
モ
ン
ゴ
ル
経
由
で

も
取
集
し
て
い
る
。
モ
ン
ゴ
ル
の
大
統
領
は
、
各
国
の
仲
介
役
に
な
る
こ
と
を
自
ら
公
言
し
て
い
る
。

三
．
三
つ
の
仮
説
モ
デ
ル
を
考
え
る
視
点

　

筆
者
は
こ
れ
ま
で
に
、
北
東
ア
ジ
ア
の
地
域
形
成
に
つ
い
て
、
政
府
間
経
済
協
力
モ
デ
ル
、
自
治
体
間
交
流
モ
デ
ル
な
ど
い
く
つ
か
の

仮
説
モ
デ
ル
を
提
示
し
て
き
た

（
１
）。

こ
こ
で
は
次
の
三
つ
の
仮
説
モ
デ
ル
を
提
示
し
て
そ
れ
ら
の
検
証
を
し
て
み
た
い
。

　

第
一
に
、
国
境
を
超
え
る
地
域
間
交
流
（local to local

）
モ
デ
ル
の
視
点
で
あ
る
。
冷
戦
終
結
後
の
一
九
九
〇
年
代
か
ら
、
日
本
海
／

東
海
（
ト
ン
ヘ
）
側
の
諸
都
市
の
自
治
体
、
経
済
界
、
大
学
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
な
ど
が
中
国
、
韓
国
そ
し
て
ロ
シ
ア
の
都
市
と
の
新
し
い
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交
流
の
時
代
に
入
っ
た
と
い
う
見
方
で
あ
る
。
第
二
に
、
日
本
海
／
東
海
周
辺
の
国
境
地
域
で
ヒ
ト
・
モ
ノ
に
よ
る
新
し
い
交
流
圏
が
形

成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
地
域
交
流
圏
（sub-region

）
モ
デ
ル
で
あ
る
。

　

そ
し
て
第
三
に
、
国
境
を
超
え
る
ヒ
ト
の
往
来
、
貿
易
や
経
済
交
流
の
進
展
が
、
や
が
て
政
府
間
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
自
由
貿
易
協
定
）、
首
脳

外
交
に
ま
で
発
展
す
る
と
い
う
機
能
主
義
（functionalism

）
モ
デ
ル
で
あ
る
。
欧
州
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
石
炭
鉄
鋼
の
共
同
管
理
か
ら

市
場
統
合
、
通
貨
統
合
、
政
治
統
合
へ
と
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
最
終
的
に
地
域
統
合
が
完
成
す
る
と
い
う
仮
説
を
適
用

し
た
も
の
で
あ
る
。
北
東
ア
ジ
ア
や
東
ア
ジ
ア
で
は
、
研
究
者
か
ら
は
こ
の
理
論
的
枠
組
み
は
否
定
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
が
、
ま
だ
十
分

な
検
証
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
と
は
い
え
機
能
主
義
モ
デ
ル
の
検
証
に
は
、
よ
り
多
く
の
時
間
を
必
要
と
す
る
こ
と
に
な
り
、

ま
た
今
回
の
現
地
調
査
に
よ
っ
て
直
ち
に
検
証
さ
れ
得
る
も
の
で
は
な
い
。
次
に
、
前
述
の
三
つ
の
モ
デ
ル
を
北
東
ア
ジ
ア
の
地
域
形
成

に
即
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

四
．
地
域
間
交
流
（local to local
）
モ
デ
ル

　

冷
戦
の
終
結
に
よ
り
北
東
ア
ジ
ア
を
取
り
巻
く
国
際
情
勢
も
大
き
く
変
貌
し
、
日
本
海
／
東
海
も
「
緊
張
の
海
か
ら
平
和
の
海
へ
」
変

容
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
頃
、
日
本
海
側
の
都
市
で
は
、
経
済
人
や
研
究
者
の
間
か
ら
「
三
結
論
」
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
①
中
国
と
ロ
シ
ア
の
「
資
源
」、
②
日
本
と
韓
国
の
「
技
術
」、
③
中
国
・
北
朝
鮮
の
「
労
働
力
」、
の
三
つ
が
結
合
す
れ
ば
新
た
な

局
地
経
済
圏
が
誕
生
す
る
と
い
う
も
の
だ
。
こ
の
地
域
で
そ
れ
ぞ
れ
資
源
、
技
術
、
労
働
力
が
有
機
的
に
結
び
つ
け
ば
、
北
東
ア
ジ
ア
の

「
最
後
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
が
新
た
な
経
済
成
長
の
地
域
に
な
る
と
い
う
希
望
で
あ
る
。
実
際
、
政
治
状
況
も
、
ロ
シ
ア
の
中
央
集
権
能

力
の
低
下
、
ロ
シ
ア
と
中
国
に
お
け
る
市
場
経
済
へ
の
移
行
と
い
う
変
化
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
中
国
は
北
朝
鮮
と
の
友
好
関
係
は
そ
の
ま



国
境
地
域
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北
東
ア
ジ
ア
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（
佐
渡
友
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二
九
七

ま
に
、
一
九
九
二
年
に
韓
国
と
国
交
を
樹
立
し
た
。
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
南
北
分
断
と
い
う
状
況
は
残
っ
た
が
、
し
か
し
「
三
結
」
と
い

う
新
た
な
視
点
が
登
場
し
た
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
情
勢
変
化
を
背
景
に
、
日
本
、
中
国
、
韓
国
、
北
朝
鮮
、
ロ
シ
ア
の
諸
都
市
に
お
い
て
、
行
政
、
経
済
、
文
化
、
学
術
、
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
の
国
境
を
超
え
た
交
流
が
活
発
化
し
、
特
に
日
本
で
は
、「
環
日
本
海
経
済
圏
」
と
い
う
用
語
が
よ
く
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
当
時
の
筆
者
の
観
察
で
は
、「
環
日
本
海
交
流
時
代
」
が
や
っ
て
き
た
、
と
い
う
印
象
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
こ
う
し
た
ブ
ー
ム
と
運

動
は
太
平
洋
側
の
諸
都
市
で
は
ほ
と
ん
ど
聞
か
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
日
本
海
側
の
諸
都
市
で
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
環
日
本

海
交
流
運
動
が
起
こ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
説
明
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
①
日
本
海
沿
岸
都
市
の
住
民
が
も
つ
辺
境

意
識
か
ら
の
脱
却
と
新
し
い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
へ
の
期
待
、
②
そ
れ
ら
の
都
市
住
民
に
よ
る
「
地
域
の
国
際
化
」
と
民
際
交
流

へ
の
期
待
、
③
自
治
体
相
互
間
の
国
境
を
超
え
る
交
流
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
へ
の
期
待
、
④
日
本
海
沿
岸
都
市
に
お
け
る
中
・
小
規
模

の
企
業
に
と
っ
て
の
国
際
経
済
活
動
参
加
へ
の
期
待
、
⑤
物
流
・
人
流
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
・
拡
充
に
よ
る
地
域
住
民
生
活
の
利
便
性
へ
の

期
待
、
⑥
新
し
い
生
活
圏
と
し
て
の
環
日
本
海
地
域
の
将
来
へ
期
待
、
⑦
ひ
と
つ
の
生
態
系
と
し
て
の
環
日
本
海
環
境
圏
へ
の
注
目
、
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る

（
２
）。

　

自
治
体
間
の
地
域
間
交
流
は
、
二
国
間
の
姉
妹
都
市
ば
か
り
で
な
く
、
多
都
市
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
形
成
し
て
い
る
。
極
東
ロ
シ
ア

と
日
本
の
沿
岸
都
市
か
ら
三
〇
人
以
上
の
市
長
が
二
年
に
一
回
、
日
ロ
沿
岸
市
長
会
議
を
開
催
し
、
経
済
交
流
、
文
化
交
流
、
観
光
、
環

境
問
題
な
ど
を
議
論
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
以
前
の
名
称
「
日
ソ
」
沿
岸
市
長
会
議
か
ら
引
き
続
き
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
始
ま
り
は

冷
戦
時
代
の
一
九
七
〇
年
で
あ
る
。
兵
庫
県
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
一
九
九
六
年
に
設
立
さ
れ
た
北
東
ア
ジ
ア
地
域
自
治
体
連
合
（
Ｎ
Ｅ

Ａ
Ｒ
）
は
、
日
本
、
中
国
、
韓
国
、
ロ
シ
ア
極
東
な
ど
の
県
、
省
、
道
、
州
の
レ
ベ
ル
に
よ
る
自
治
体
間
の
交
流
・
協
力
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー



二
九
八

ク
で
あ
る
。

　

ま
た
地
域
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
も
対
岸
の
諸
都
市
と
の
、
主
に
経
済

交
流
を
活
性
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
る
。
新
潟
市
の
環

日
本
海
経
済
研
究
所
（
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ａ
＝
一
九
九
三
年
設
立
）、
金
沢
市
の

北
陸
環
日
本
海
経
済
交
流
促
進
協
議
会
（
北
陸
Ａ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
＝
一
九
九
二

年
設
立
）、
京
都
府
の
環
日
本
海
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
一

九
九
五
年
設
立
）、
鳥
取
市
の
と
っ
と
り
政
策
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー（
一

九
九
五
年
設
立
）
な
ど
が
あ
る
。
日
本
の
大
手
・
中
小
の
製
造
業
が

中
国
の
上
海
や
大
連
な
ど
へ
進
出
す
る
こ
と
は
す
で
に
一
つ
の
流
れ

に
な
っ
て
い
る
が
、
環
日
本
海
交
流
時
代
に
は
、
日
本
海
に
近
い
吉

林
省
の
長
春
、
延
吉
、
琿
春
な
ど
の
各
市
も
日
本
企
業
の
誘
致
に
力

を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
か
つ
て
は
南
部
の
沿
岸
省
・
市
に
比
べ

て
経
済
発
展
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
を
「
東
北
現
象
」
と
呼
ん
で
い
た

中
国
も
、
冷
戦
終
結
後
、
そ
の
東
北
地
域
が
対
外
開
放
・
外
資
導
入

に
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
北
東
ア
ジ
ア
の
国
境
を
超
え
る
交
流
を
分
析
し
て
み

る
と
、
そ
こ
に
は
自
治
体
、
経
済
団
体
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
企
業
、

【図表３】北東アジアにおける国境を超える自治体交流
筆者作成
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二
九
九

大
学
、
学
会
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
市
民
、
メ
デ
ィ
ア
機
関
な
ど
に
よ
っ
て
地
域
間
交
流
（local to local

）
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
る
。
こ
う
し
た
地
域
間
交
流
が
北
東
ア
ジ
ア
の
地
域
形
成
に
果
た
す
役
割
は
け
っ
し
て
小
さ
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

五
．
地
域
交
流
圏
（sub-region

）
モ
デ
ル

　

環
日
本
海
圏
／
東
海
圏
に
お
け
る
ヒ
ト
、
団
体
、
モ
ノ
の
交
流
が
凝
集
さ
れ
新
し
い
交
流
圏
が
形
成
さ
れ
る
と
い
う
仮
説
が
地
域
交
流

圏
モ
デ
ル
で
あ
る
。
こ
の
モ
デ
ル
は
、
環
バ
ル
ト
海
地
域
の
交
流
圏
を
参
考
に
し
て
い
る
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ド
イ
ツ
、
ロ
シ
ア
、
そ

し
て
バ
ル
ト
三
国
な
ど
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
環
バ
ル
ト
海
地
域
は
、
バ
イ
キ
ン
グ
時

代
の
昔
か
ら
交
流
と
武
力
衝
突
の
舞
台
で
あ
っ
た
。
一
四
世
紀
に
ハ
ン
ザ
都
市
同
盟
が
最
盛

期
を
迎
え
た
頃
に
、
対
岸
と
の
ヒ
ト
、
モ
ノ
の
交
流
圏
が
形
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る

（
３
）。

　
【
図
表
４
】
は
、
冷
戦
時
代
に
お
い
て
ロ
ー
カ
ル
か
ら
見
た
対
岸
諸
国
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
日
本
海
側
の
住
民
に
と
っ
て
、
冷
戦
時
代
の
中
国
や
ソ
連
は
遠
い
存

在
で
、
も
し
北
京
や
モ
ス
ク
ワ
へ
行
く
機
会
が
あ
っ
て
も
、
東
京
か
関
西
の
国
際
空
港
か
ら

出
か
け
た
で
あ
ろ
う
。
韓
国
は
比
較
的
近
い
国
で
は
あ
る
が
、
冷
戦
時
代
に
は
、
日
本
海
側

の
都
市
か
ら
ソ
ウ
ル
へ
飛
ぶ
直
行
便
は
多
く
は
な
か
っ
た
。
日
本
海
を
挟
む
隣
国
で
あ
っ
て

も
、
意
識
の
上
で
は
、
そ
の
二
国
間
を
結
ぶ
も
の
は
首
都
と
首
都
の
交
流
が
そ
の
基
本
に
な
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

【図表４】　ローカルからの対外意識（従来）

外国

外国

外国

日本

首都
Local
地元



三
〇
〇

　

冷
戦
終
結
後
、
状
況
は
変
容
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
自
治
体
、
経
済
団
体
、
シ
ン
ク
タ

ン
ク
、
企
業
、
大
学
、
市
民
な
ど
多
く
の
ア
ク
タ
ー
に
よ
る
地
域
間
交
流
が
盛
ん
に
な
り
、

日
本
海
側
の
都
市
に
国
際
空
港
が
誕
生
し
て
地
域
住
民
が
直
接
対
岸
諸
国
へ
飛
べ
る
よ
う
に

な
っ
た
。【
図
表
５
】
は
こ
う
し
た
冷
戦
後
の
状
況
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
に
出
か

け
た
釜
山
や
対
馬
を
例
に
と
っ
て
、
こ
の
実
態
を
検
証
し
て
み
よ
う
。

　

調
査
で
訪
れ
た
釜
山
広
域
市
は
、
福
岡
市
や
対
馬
と
の
交
流
を
含
む
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
自

治
体
外
交
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
釜
山
港
と
二
〇
〇
六
年
か
ら
段
階
を
追
っ
て
徐
々
に

開
港
し
た
釜
山
新
港
の
巨
大
な
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
は
現
在
、
六
二
基
の
ガ
ン
ト
リ
ー

ク
レ
ー
ン
が
あ
り
、
コ
ン
テ
ナ
の
取
扱
量
は
世
界
第
五
位
で
、
東
京
港
と
横
浜
港
を
合
わ
せ

た
量
の
約
二
倍
を
誇
る
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
ま
だ
建
設
中
で
、
お
そ
ら
く
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
港
を

上
回
り
世
界
一
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。
日
本
の
五
七
の
港
か
ら
週
六
一
便
、

中
国
の
二
八
港
か
ら
週
五
三
便
、
東
南
ア
ジ
ア
二
一
港
か
ら
週
五
五
便
、
ロ
シ
ア
の
五
港
か

ら
週
一
六
便
が
到
着
す
る
、
ま
さ
に
日
本
海
／
東
海
の
物
流
の
ハ
ブ
港
、
北
東
ア
ジ
ア
の
ゲ
ー
ト
ウ
エ
イ
で
あ
る
。
釜
山
新
港
の
有
利
な

点
は
、
①
国
際
ハ
ブ
港
に
適
し
た
地
理
的
位
置
、
②
大
型
コ
ン
テ
ナ
船
の
接
岸
可
能
な
一
六
ｍ
以
上
の
水
深
、
③
政
府
の
政
策
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ

技
術
に
よ
る
価
格
競
争
力
、
な
ど
で
あ
る
。
背
後
の
物
流
団
地
に
は
、
物
流
倉
庫
や
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に

そ
の
背
後
に
は
二
三
万
人
を
収
容
す
る
住
居
と
商
業
ス
ペ
ー
ス
が
建
設
さ
れ
る
予
定
で
あ
る

（
４
）。

西
日
本
の
港
か
ら
津
軽
海
峡
を
通
過
す
る

北
米
航
路
の
コ
ン
テ
ナ
船
は
、
ほ
と
ん
ど
釜
山
港
経
由
と
い
う
。

【図表５】ローカルからの対外意識（現在）

外国

外国

外国

日本

首都

Local

地元

Local

地元

Local

地元

Local

地元 Sub-Region
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人
口
約
三
万
三
〇
〇
〇
の
対
馬
に
は
年
間
、
そ
の
五
倍
の
韓
国
人
観
光
客
が
釜
山
か
ら
国
際
定
期
船
で
訪
れ
る
。
日
韓
関
係
六
〇
〇
年

の
歴
史
資
源
と
魅
力
的
な
自
然
資
源
が
あ
る
こ
の
島
は
、
韓
国
か
ら
最
も
安
価
に
行
け
る
最
も
近
い
外
国
で
あ
る
。
対
馬
か
ら
釜
山
ま
で

は
五
〇
キ
ロ
で
、
釜
山
の
花
火
大
会
は
対
馬
で
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
筆
者
が
利
用
し
た
釜
山
発
の
三
〇
〇
人
乗
り
の
フ
ェ

リ
ー
は
ほ
ぼ
満
席
だ
っ
た
が
、
日
本
人
は
二
人
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
加
え
、
日
本
の
二
五
の
空
港
か
ら
韓
国
へ
定
期
便
が
運
航
さ
れ
、

年
間
二
五
〇
万
～
二
八
〇
万
人
の
渡
航
者
が
出
か
け
、
韓
国
か
ら
も
ほ
ぼ
同
人
数
が
や
っ
て
く
る
。
こ
う
し
た
現
地
調
査
か
ら
も
、
上
記

の
第
一
と
第
二
の
仮
説
モ
デ
ル
は
あ
る
程
度
、
検
証
で
き
る
の
で
は
と
考
え
て
い
る
。

六
．
機
能
主
義
（functionalism

）
モ
デ
ル

　

こ
の
モ
デ
ル
は
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
ハ
ー
ス
が
欧
州
の
地
域
統
合
過
程
を
描
い
た
理
論
的
枠
組
み
で
、
統
合
は
経
済
分
野
か
ら
政
治
・
安

全
保
障
分
野
へ
と
波
及
し
て
い
く
と
主
張
す
る
。
小
さ
な
器
に
水
が
満
た
さ
れ
る
と
外
側
に
あ
る
大
き
な
器
に
水
が
溢
れ
出
す
（spillover

）

過
程
に
な
ぞ
ら
れ
て
「
ス
ピ
ル
オ
ー
バ
ー
・
モ
デ
ル
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
特
徴
は
、
非
戦
略
的
領
域
で
の
国
境
を

超
え
た
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
が
戦
略
的
重
要
性
の
高
い
領
域
で
の
国
家
間
の
協
調
・
協
力
を
促
す
と
い
う
モ
デ
ル
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
、
そ

し
て
統
合
に
よ
る
新
た
な
政
治
共
同
体
が
既
存
の
主
権
国
家
に
優
先
す
る
「
超
国
家
主
義
」
を
志
向
し
、
そ
こ
に
多
く
の
政
治
的
権
威
を

移
譲
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る

（
５
）。

ハ
ー
ス
よ
り
以
前
、
一
九
四
〇
年
代
に
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ミ
ト
ラ
ニ
ー
が
、
郵
便
・
電
気
通
信
・
運
輸
・

貿
易
な
ど
の
分
野
で
相
互
依
存
が
確
立
し
、
国
境
を
横
断
し
た
機
能
別
国
際
機
関
が
成
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、
最
終
的
に
世
界
共
同
体
が

創
設
さ
れ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
国
際
関
係
論
の
理
論
研
究
で
は
、
こ
の
ミ
ト
ラ
ニ
―
の
説
を
「
国
際
機
能
主
義
」
の
始
ま
り
と
し
、
ハ
ー

ス
の
ス
ピ
ル
オ
ー
バ
ー
・
モ
デ
ル
は
「
国
際
新
機
能
主
義
（international neo-functionalism

）」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
本
論
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で
は
単
に
、
機
能
主
義
と
し
て
解
説
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

北
東
ア
ジ
ア
の
機
能
主
義
モ
デ
ル
を
考
察
す
る
際
に
は
、
国
境
を
超
え
る
ヒ
ト
の
往
来
、
貿
易
や
経
済
交
流
の
進
展
が
、
や
が
て
政
府

間
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
、
首
脳
外
交
に
ま
で
発
展
す
る
と
い
う
過
程
を
モ
デ
ル
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
北
東
ア
ジ
ア
に
は
現
在
、
地
域
統
合
を
め
ざ

し
た
政
府
間
交
渉
は
存
在
し
な
い
の
で
、
市
民
交
流
、
貿
易
・
経
済
交
流
な
ど
の
ロ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
分
野
が
、
外
交
・
安
全
保
障
な

ど
の
ハ
イ
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
分
野
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
に
注
目
し
、
ま
た
そ
の
過
程
を
地
域
形
成
と
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
焦
点
と
な
る
。【
図
表
６
】
は
、
北
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
市
民
、
企
業
、
自
治
体
な
ど
の
交
流
か
ら
政
府
間
関
係
に
至
る
ま
で
の
多
層

的
な
交
流
・
協
力
の
実
態
を
検
討
し
て
、
機
能
主
義
モ
デ
ル
の
原
型
を
提
示
し
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
北
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
ヒ
ト
・
モ
ノ
の
交
流
は
進
展
し
、
大
学
間
、
企
業
間
、
自
治
体
間
の
交
流
も
盛
ん

で
あ
る
。
政
府
間
の
対
話
や
交
渉
は
「
ト
ラ
ッ
ク
１
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
こ
う
し
た
民
間
、
非
政
府
の
対
話
や
交
流
を
「
ト
ラ
ッ
ク
２
」

と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
非
政
府
の
様
々
な
分
野
で
そ
の
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
政
府
間
の
対
話
を
促
進
す
る
か
ど
う
か
に
注

目
す
る
。
実
際
、
日
中
韓
三
か
国
は
、
二
〇
一
二
年
に
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
開
始
を
宣
言
し
、
一
三
年
三
月
に
第
一
回
交
渉
会
合
を
開
催
し
て
い

る
。
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
、
関
税
を
な
く
す
品
目
の
比
率
で
あ
る
自
由
化
率
の
目
標
を
締
約
国
間
の
交
渉
に
よ
り
設
定
で
き
る
た
め
、W

in-W
in

の
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
に
と
っ
て
最
大
の
貿
易
相
手
国
で
あ
る
中
国
に
対
し
、
日
本
は
年
間
九
〇
〇
〇
億
円
規
模
の
関
税

を
支
払
っ
て
い
る
の
で
、
自
由
化
の
恩
恵
は
大
き
い
。
だ
が
一
四
年
八
月
に
第
五
回
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
会
合
で
は
協
議
が
難
航
し
、
局
長
級
、

局
次
長
級
に
交
渉
を
分
離
す
る
こ
と
す
る
こ
と
に
な
り
交
渉
が
停
滞
す
る
一
方
で
、
中
韓
の
二
国
間
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
実
質
妥
結
に
向
か
っ
て
動

き
出
し
た
。
確
か
に
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
に
は
時
間
が
か
か
る
。
何
年
後
に
何
％
の
品
目
の
関
税
を
ゼ
ロ
に
す
る
の
か
、
品
目
は
ど
れ
に
す
る
の

か
な
ど
、
官
僚
た
ち
は
山
積
み
に
さ
れ
た
書
類
に
目
を
通
し
な
が
ら
交
渉
を
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
、
政
府
間
の
協
定
に
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よ
る
地
域
形
成
の
端
緒
で
あ
り
、
そ
の
上
位
に
あ
る
外
交
や
安
全
保
障
と

い
う
別
の
機
能
へ
の
入
り
口
と
な
り
得
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
北
東
ア
ジ

ア
に
お
け
る
機
能
主
義
モ
デ
ル
に
よ
る
地
域
形
成
の
構
想
で
あ
る

（
６
）。

　

北
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
ト
ラ
ッ
ク
１
」
の
中
で
最
も
ハ
イ
ポ
リ
テ
ィ

ク
ス
な
課
題
は
、
地
域
の
安
全
保
障
と
北
朝
鮮
の
核
問
題
で
あ
る
。【
図

表
６
】
に
あ
る
「
北
東
ア
ジ
ア
協
調
安
全
保
障
機
構
」
も
「
北
東
ア
ジ
ア

非
核
地
帯
」
も
、
こ
の
二
〇
年
間
に
政
治
家
や
研
究
者
か
ら
提
案
さ
れ
た

構
想
で
は
あ
る
が
、
政
府
間
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
置
か
れ
た
こ
と
は

な
い
。
こ
れ
ら
の
構
想
は
、
い
わ
ば
「
ト
ラ
ッ
ク
２
」
の
発
想
で
あ
る
と

い
え
る
。
ち
な
み
に
、
政
治
家
、
官
僚
、
学
者
、
経
済
人
、
市
民
な
ど
が

一
同
に
会
し
、
地
域
の
政
治
や
安
全
保
障
な
ど
に
つ
い
て
議
論
す
る
場

（
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
は
「
ト
ラ
ッ
ク
1.5
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
前
述
し

た
よ
う
に
、
北
東
ア
ジ
ア
で
は
、
ヒ
ト
、
モ
ノ
の
交
流
が
す
ぐ
に
Ｆ
Ｔ
Ａ

に
結
び
つ
か
ず
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
も
外
交
や
安
全
保
障
に
発
展
す
る
見
通
し
が
ほ

と
ん
ど
な
い
状
況
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
研
究
者
か
ら
は
こ
の
理
論
的
枠

組
み
は
否
定
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
機
能
主
義
モ
デ
ル
の
検
証
に
は
、
よ

り
多
く
の
時
間
を
必
要
と
す
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
現
地
調
査
に
よ
っ
て

【図表６】北東アジアの地域形成をめぐる多層的交流と協力

﹇
ト
ラ
ッ
ク
１
﹈

﹇
ト
ラ
ッ
ク
２
﹈

筆者作成
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直
ち
に
検
証
さ
れ
得
る
も
の
で
は
な
い
。

七
．
ま
と
め
と
展
望

　

こ
れ
ま
で
北
東
ア
ジ
ア
の
特
に
日
中
韓
の
三
国
を
中
心
に
、
主
に
非
政
府
間
の
ヒ
ト
、
団
体
、
モ
ノ
の
交
流
か
ら
地
域
形
成
の
可
能
性

を
検
討
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
地
域
主
義
と
い
う
国
際
関
係
論
の
用
語
を
使
っ
て
、
地
域
に
共
通
の
利
益
、
発
展
を
見
出
し
て
地
域
形
成

を
試
み
る
国
家
間
グ
ル
ー
プ
の
思
想
や
運
動
を
分
析
し
た
。
そ
し
て
分
か
っ
た
こ
と
は
、
北
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
ヒ
ト
、
団
体
、
モ
ノ
の

交
流
量
は
か
な
り
増
大
し
て
い
る
反
面
、
政
府
間
の
公
式
な
交
渉
に
よ
る
地
域
形
成
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
日
中
韓
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉

の
み
で
、
地
域
主
義
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
動
き
は
政
府
間
で
は
見
出
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
地
域
主
義
を
思
想
、
運
動
あ
る
い
は

志
向
さ
れ
た
「
主
義
」
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
広
く
捉
え
る
と
、
北
東
ア
ジ
ア
の
地
域
形
成
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
。

　

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ハ
レ
ル
は
「
地
域
主
義
」
の
概
念
を
五
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
①
地
域
化
（regionalization

）：

政
策
的
意
図
が
な
く
と
も
進
行
す
る
社
会
的
・
経
済
的
相
互
作
用
の
過
程
、
②
地
域
意
識
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（regional aw

areness 

and identity

）：
文
化
、
歴
史
、
伝
統
な
ど
の
共
通
認
識
が
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
共
有
す
る
、
③
地
域
的
国
家
間
協
力
（regional in-

terstate cooperation

）：
国
家
（
政
府
）
間
の
取
り
決
め
に
よ
る
レ
ジ
ー
ム
の
構
築
、
④
国
家
主
導
型
地
域
統
合
（state-prom

oted region-

al integration

）：
貿
易
自
由
化
、
関
税
同
盟
な
ど
政
府
の
政
策
決
定
に
よ
り
促
進
さ
れ
る
地
域
的
経
済
統
合
、
⑤
地
域
的
結
合
性
（regional 

cohesion

）：
他
の
地
域
の
国
々
以
上
に
地
域
内
で
の
多
分
野
の
組
織
化
の
進
展
、
で
あ
る

（
７
）。

こ
の
中
の
①
は
、
政
府
の
政
策
意
図
が
な
く

と
も
多
様
な
領
域
で
の
相
互
作
用
が
作
り
出
す
地
域
化
現
象
を
提
示
し
て
い
て
、
こ
の
こ
と
を
研
究
者
は
「
ソ
フ
ト
地
域
主
義
（soft re-

gionalism

）」
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
概
念
は
「
新
し
い
地
域
主
義
」
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
北
東
ア
ジ
ア



国
境
地
域
か
ら
考
え
る
北
東
ア
ジ
ア
の
地
域
主
義
（
佐
渡
友
）

三
〇
五

の
地
域
形
成
は
、
過
去
か
ら
今
日
ま
で
の
相
互
作
用
の
深
化
に
注
目
し
な
が
ら
「
新
し
い
地
域
主
義
」
の
視
点
か
ら
再
考
察
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
る
。

　

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
ま
と
め
、
展
望
を
描
い
て
み
た
い
。
第
一
に
、
北
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
、
筆
者
が
提
示
し
た
二
つ
の

仮
説
モ
デ
ル
、「
地
域
間
交
流
（local to local

）
モ
デ
ル
」
と
「
地
域
交
流
圏
（sub-region

）
モ
デ
ル
」
は
、
現
地
調
査
か
ら
も
検
証
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、「
機
能
主
義
モ
デ
ル
」
は
否
定
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
が
、
日
中
韓
三
国
間
の
Ｆ
Ｔ

Ａ
交
渉
の
開
始
を
き
っ
か
け
に
、
長
期
的
視
点
で
検
証
を
試
み
る
べ
き
で
あ
る
。
第
三
に
、
国
境
を
超
え
る
サ
ブ
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（
下

位
地
域
主
義
）
の
形
成
に
は
、
政
府
機
関
、
政
府
間
国
際
組
織
、
自
治
体
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
経
済
界
、
大
学
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
多
層
・
多

様
な
ア
ク
タ
ー
に
よ
る
「
ト
ラ
ッ
ク
２
」「
ト
ラ
ッ
ク
1.5
」
の
対
話
が
重
要
で
あ
る
。
第
四
に
、「
北
東
ア
ジ
ア
市
民
」
と
い
う
地
域
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
醸
成
す
る
た
め
に
、
メ
デ
ィ
ア
、
教
育
・
研
修
な
ど
の
役
割
は
重
要
で
あ
る
。
第
五
に
、
大
学
や
学
会
に
は
北
東
ア
ジ

ア
に
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
と
い
う
課
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

隣
国
の
国
民
同
士
の
相
互
理
解
に
は
、
若
い
世
代
か
ら
は
じ
め
る
交
流
や
教
育
が
重
要
な
意
味
を
持
ち
、
そ
れ
に
は
長
い
時
間
が
か
か

る
。
東
ア
ジ
ア
共
通
の
価
値
観
形
成
と
次
世
代
の
人
材
育
成
を
目
的
に
始
ま
っ
た
「CA

M
PU

S A
sia

」
は
、
二
〇
一
〇
年
に
東
京
に
お

け
る
第
一
回
日
中
韓
大
学
間
交
流
・
連
携
推
進
会
議
で
そ
の
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
現
在
、
東
京
か
ら
九
州
ま
で
の
一
六
の
国
立

系
大
学
と
私
立
大
学
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
り
、
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
る

（
８
）。

ま
た
民
間
の
「
ワ
ン
ア
ジ
ア
財
団
」
は
、
二
〇

一
〇
年
か
ら
、
将
来
に
向
け
た
ア
ジ
ア
共
同
体
の
創
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
学
科
、
教
科
、
講
座
を
創
設
す
る
ア
ジ
ア
各
国
の

大
学
へ
助
成
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
寄
付
講
座
を
開
設
し
た
大
学
は
、
日
本
四
五
、
中
国
四
七
、
韓
国
三
四
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
五
な

ど
、
二
〇
カ
国
に
及
ん
で
い
る

（
９
）。

こ
の
他
、「
ア
ジ
ア
連
合
大
学
院
大
学
構
想
」「
ア
ジ
ア
人
材
育
成
機
構
」
な
ど
北
東
ア
ジ
ア
の
人
材
育
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成
の
た
め
の
活
動
は
活
発
に
な
っ
た
。

　

政
府
間
関
係
や
メ
デ
ィ
ア
報
道
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
「
想
像
の
日
中
韓
関
係
」
と
は
違
っ
た
、
実
像
の
日
中
韓
関
係
を
観
察
し
検
証

し
な
が
ら
、
北
東
ア
ジ
ア
に
「
政
暖
経
熱
人
知
」
を
め
ざ
し
た
地
域
形
成
を
模
索
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

（
１
）　

佐
渡
友
哲
「
北
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
新
国
際
秩
序
へ
の
模
索
―
内
発
的
下
位
地
域
国
際
協
力
構
想
の
視
点
か
ら
―
」『
政
経
研
究
』
第
三
九
巻

第
四
号
、
日
本
大
学
法
学
部
、
二
〇
〇
三
年
、
三
八
三
―
三
九
四
頁
。
こ
こ
で
は
、
国
家
間
経
済
協
力
モ
デ
ル
、
自
治
体
間
交
流
モ
デ
ル
、
産
官
学

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
モ
デ
ル
を
取
り
上
げ
、
国
家
（
政
府
）、
自
治
体
、
企
業
、
官
僚
、
大
学
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
な
ど
の
ア
ク
タ
ー
を
中
心
に
交
流
モ
デ

ル
を
考
察
し
た
。

（
２
）　

佐
渡
友
、
前
掲
論
文
、
三
八
二
―
三
八
三
頁
を
参
照
。

（
３
）　

環
バ
ル
ト
海
地
域
交
流
に
つ
い
て
は
、
百
瀬
宏
、
志
摩
園
子
、
大
島
美
穂
『
環
バ
ル
ト
海
―
地
域
協
力
の
ゆ
く
え
』
岩
波
新
書
、
一
九
九
五
年
、

五
―
二
七
頁
を
参
考
に
し
た
。
な
お
、
環
日
本
海
地
域
と
環
バ
ル
ト
海
地
域
と
の
比
較
研
究
に
つ
い
て
は
、
百
瀬
宏
「
環
バ
ル
ト
海
と
環
日
本
海
」、

多
賀
秀
敏
編
『
環
日
本
海
叢
書
Ⅰ
・
国
境
を
越
え
る
実
験
』
有
信
堂
、
一
九
九
二
年
、
九
九
―
一
三
二
頁
が
有
益
で
あ
る
。

（
４
）　

釜
山
港
と
釜
山
新
港
に
つ
い
て
は
、
釜
山
港
湾
公
社
（Busan Port A

uthority

）
で
の
聞
き
取
り
調
査
、
Ｈ
Ｐ
「
韓
国
プ
サ
ン
港
の
現
状
」

な
ど
を
参
考
に
し
た
。

（
５
）　Ernst B. H

aas, T
he U

niting of E
urope: P

olitical Social, and E
conom

ic Forces, 1950-1957, Stanford U
niversity Press, 

California, 1968, pp.3-4. 

鴨
武
彦
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
九
二
年
、
八
四
―
九
六
頁
。
佐
渡
友
哲
「
東
ア
ジ
ア
に
お

け
る
新
し
い
地
域
主
義
―
Ｅ
Ａ
Ｃ
構
想
に
お
け
る
サ
ブ
リ
ー
ジ
ョ
ン
と
し
て
の
Ｇ
Ｍ
Ｓ
と
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｓ
―
」『
政
経
研
究
』
第
四
七
巻
、
第
四
号
、
二

〇
一
一
年
三
月
、
二
一
―
二
二
頁
。

（
６
）　

北
東
ア
ジ
ア
の
地
域
形
成
に
お
け
る
機
能
主
義
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
以
下
の
拙
稿
を
参
照
。T

etsu Sadotom
o, 

“The T
w

enty Y
ears

’ 
O

bservations in N
ortheast A

sia: T
hen and N

ow
 from

 Japan Side Research Perspective

”, T
he Frontiers of N

orth E
ast A

sian 



国
境
地
域
か
ら
考
え
る
北
東
ア
ジ
ア
の
地
域
主
義
（
佐
渡
友
）

三
〇
七

Studies, V
ol. 12, T

he A
ssociation for N

ortheast A
sia Regional Studies Japan, O

ctober 2013, pp.9-10.
（
７
）　A

ndrew
 H

urrell, 

“Regionalism
 in theoretical Perspective

”, Louise Faw
cett &

 A
ndrew

 H
urrell ed., R

egionalism
 in W

orld 
Politics: R

egional O
rganization and International O

rder, O
xford U

niversity Press, 1995, pp.39-45. 

菅
英
輝
、
栗
栖
薫
子
監
訳
『
地

域
主
義
と
国
際
秩
序
』
九
州
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
。

（
８
）　CA

M
PU

S A
sia

に
つ
い
て
詳
し
く
は
次
の
文
献
を
参
照
。T

etsu Sadotom
o, 

前
掲
論
文
、pp.12-13. 　

http://w
w

w
.m

ext.go.jp/ 
a_m

enu/koutou/shitu/1292771.htm
.　

http://cam
pus-asia.ccsv.okayam

a-u.ac.jp/about-cam
pus-asia-program

（
９
）　

ワ
ン
ア
ジ
ア
財
団
に
つ
い
て
は
次
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照
。http://w

w
w

.oneasia.or.jp/foundation/index.htm
l
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